
  
 

感染症は今なお世界中の子どもたちの脅威となっています。この問題を解決するため、
私たちは小児関連のウイルス感染症の研究を行っています。特に、ウイルスの細胞侵入
機構および化合物・ペプチド・糖鎖・抗体による侵入阻害機構の解明に注力し、ウイル
ス学的手法と構造生物学的手法を組み合わせたアプローチで研究を進めています。主要
研究項目としては、ウイルスの病原性の解明およびウイルス疾患に対する
予防・治療法開発の2つが大きな柱となっています。
 
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）、
エボラウイルス病（出血熱）等、各メデ

ィアで報道される感染症のニュースや、

麻疹（はしか）や流行性耳下腺炎（おた

ふくかぜ）など、ワクチンにより予防可

能であるにもかかわらず全国的に流行す

る感染症のニュースを目にする機会が多

いと思います。ウイルス性疾患の研究は

年々進んでいますが、まだまだ未解明な

ことが非常に多くあり、新型ウイルスの

出現に備えるためにもウイルスの基礎研

究が非常に重要になります。  
 さらに、感染症に対抗する手段である

ワクチンによる予防や薬剤による治療は、

実は限られたウイルス性疾患に対しての

みで、多くの感染症で治療法や予防法は

ありません。 
 私たちは、ヒトに病気を起こすウイル

スが細胞に感染し自らを再生産するプロ

セスを様々なアプローチによって解明し、

ウイルス性疾患の予防・治療に役立てる

ことを目指しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
l 連絡先・詳細はHPを御覧ください！ 
https://medvirology.infront.kyoto-u.ac.jp 
 
ü 麻疹・ムンプスウイルス 
ü コロナウイルス 
ü エボラ・マールブルグウイルス 
等のウイルス感染症研究を行っています。 
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